
農地（採草放牧地）使用貸借契約書  

 

 

 貸 し主（以 下「 甲」とい う ｡）及 び 借 り 主（以 下「 乙」とい う ｡）

は 、 農 地 法 の 趣 旨 にの っ と り 、 こ の契 約 書 に 定 め ると こ ろ によ

り使 用貸 借 契約 を締 結す る ｡  

 この 契 約 書 は 、 ２通 作 成 し て 甲 及び 乙 が そ れ ぞ れ１ 通 を 所持

す ると と も に 、 そ の写 し １ 通 を 胎 内市 農 業 委 員 会 （以 下 「 農業

委員 会」 と いう 。） に提 出 する 。  

１  使用 貸 借の 目的 物  

   甲 は 、 こ の 契約 書 に 定 め る とこ ろ に よ り 、 乙に 対 し 農地

法 第３ 条 許 可 申 請 書に 記 載 す る 土 地、 そ の 他 の 物 件を 貸 し

付け る ｡  

２  使用 貸 借の 期間  

使用 貸借 の 期間 は、     年   月   日か ら  

  年   月   日 まで と する 。  

  

３  使用 貸 借物 の返 還  

（ 1）使 用貸 借 物 の返 還の 時 期に つい ては 、民 法 第５ ９７ 条

に よ る も の と し 、 使 用 貸 借 物 の 返 還 が な さ れ た 場 合 に は 、

所 定 の 方 法 に て 遅 滞 な く 農 業 委 員 会 に 届 け 出 な け れ ば な ら

ない 。  

（ 2）使 用貸 借 契 約が 終了 し たと きは 、乙は 甲 に 対し て目 的

物 を 原 状 に 復 し て 返 還 す る 。 た だ し 、 天 災 地 変 等 の 不 可 抗

力 又 は 通 常 の 利 用 に よ り 損 失 が 生 じ た 場 合 及 び 修 繕 又 は 改

良に より 変 更さ れた 場合 は 、こ の限 りで な い。  

４  使用 貸 借物 の維 持管 理  

   借 主 は 、 使 用貸 借 の 期 間 中 は 、 通 常 の 使 用 貸借 物 の 使用

収 益を 為 す に 支 障 をき た さ な い 程 度以 上 の 維 持 管 理を す る

もの とす る 。  



 

 

 

５  契約 の 変更  

   契 約 事 項 を 変更 す る 場 合 は 、そ の 変 更 事 項 を こ の 契 約書

に 明記 し 、 か つ 、 農業 委 員 会 に 遅 滞な く 届 け 出 な けれ ば な

らな い。  

 

６  租税 公 課の 負担  

 （ 1） 甲 は、 目 的物 に対 す る固 定資 産税 そ の他 の租 税を 負 担  

  する ｡  

 （ 2） 乙 は、 目 的物 の通 常 の維 持保 存に 要 する 経常 費を 負 担  

  する ｡  

 

７  その 他  

   こ の 契約 書に 定め の ない 事項 につ い ては 、甲 ・乙 が 協  

   議し て 定め る ｡  

 

      年   月   日  

 

 

 

      甲 ：貸 し主  住所  胎 内市  

  

  氏名             ㊞  

 

 

      乙 ： 借 り主  住所  胎 内市  

                           

氏名             ㊞  


